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「正反対に文」立する諸
'1理

から出発して,

温順な, ｀
リリい心の人

″ ソーシマが究極的

に到達 したのは, 
い
我意の人

″ キリーロフ

が到達 した地点と同じである……いずれも

同様にどん底の子供たちであり, いずれも

破減 した か`つて人間であった人々″であ

る.相違は,た だ,一 ノプが呪組を日にしつ

つlJIK減 するのにたいし,他ノプがJ‐■命への服

従と感191と ともに,セ 減することにある.」

ドストエフスキー文学に一員する特徴と

は何か ? それは都市に接虐、する小‖J民 ‐

二重人の発見・創造にある。彼らは上層と

下層の‖1で 引き裂かれて三極に分裂し,メ 1:

大かつ深刻な人間 ―社会の ドラマを展1用 す

る。増:者 はこのキーワー ドを駆使して, ラ

スコーリニコフやイッポリー ト,ス タウロ

ーギン, カラマーソフの兄弟たちの性格と

社会的コンテクストの中でみごと
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